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                    ＊社内に笑顔を咲かせましょう＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そらいろ通信 8 月 

◆業務ご案内◆ 

・労務管理・年金等のご相談   ・労働･社会保険のご相談･事務･請求手続き 

・給与計算･年末調整       ・労災に関するご相談･請求手続き 

・就業規則･諸規程のご相談･作成  

・人事・賃金制度に関するご提案 

 

◆営業時間ご案内◆ 

・月曜日～金曜日（祝日を除く）9 時～18 時 

厳しい暑さが続きますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか？ 

今回も息子の野球チームネタでお許しください。。夏は父母会

活動の 3 大イベントが続きます。キャンプ、夏祭り出店、淡

路遠征です。 

キャンプでは、能勢へ引率してきました。企画から予算組み、

当日の進行とドキドキでしたが、グラウンドゴルフ、木工クラ

フト、川遊び、肝試し、アスレチックと盛りだくさんのメニュ

ーを子どもたちは元気いっぱい楽しんでくれたようでほっとし

ました。 

夏祭りでは、フランクフルトを焼いたり、ストラックアウト、

光る玩具を大阪の松屋町へ買い出しに行ったり…と 2 日間大

忙し。淡路遠征の費用の足しにと、なんとか例年通りの売上を

出すことができました！ 

あと残るは淡路遠征。強豪が揃う中、一勝以上はしてほしいで

す…。 

 

★夏期休業日のお知らせ★ 

8 月 11 日（土）～15 日（水）まで休業いたします。 

よろしくお願いいたします。 
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☆源泉徴収税額、特別徴収税額の納付☆ 

 7 月分の所得税の源泉徴収税額、住民税の特別徴収税額を、8 月 10 日までに

納付。 

 

☆社会保険料、児童手当拠出金の納付☆ 

 7 月分の社会保険料・児童手当拠出金を 8 月 31 日までに納付。 

 

☆6 月決算法人の確定申告と納税☆ 

 6 月決算法人の確定申告と納税、12 月決算法人の中間（予定）申告と納税が

ともに 8 月中の決算応答日までです。 

★これで完璧！ 8 月の事務

★ 

＊しぐさで見抜く相手のホンネ＊ 

 

人との関わり方が繊細になってきている現代では、会ったときにいかに短い時間で相

手の本心をつかみとれるかが、良好な人間関係を築くためにとても重要です。参考に

してみてください(^.^)（扶桑社文庫、匠 栄一監修から抜粋） 

 

目と口が同時に笑ったら作り笑い！？ 

 一般に作り笑いをする人は心に何か隠し事をしていると言われますが、なぜなら、ほ

ほ笑みは相手から自分を守るための一手段と考えられるからです。また、何か隠し事

をしていると「いつかバレるのではないか」と心配になり、あえて微笑んでみること

で、なんとか自分自身の心をリラックスさせて落ち着こうとします。このように「な

んとか微笑もう」として微笑むとどこか不自然でぎこちない感じになってしまいま

す。一番分かりやすいのは、口を広げて笑おうとしているのに、目が全く笑っていな

い状態。でももっと巧妙なのは、目と口が同時に笑っている状態なのです。 

 本当に愉快な場合は、口元が自然にほころび、続いて目が笑うものだそうです。 
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 以心伝心という素敵なことばはあるのですが、実際、口に出さずにこちらの思いが伝わってい

ることは少なく、また、言われなければ分からない…というのが現実でしょう。公益財団法人日

本生産性本部が 3 月に発表した職場のコミュニケーションに関する意識調査の結果をご紹介し

ます。平成 23 年 6 月～24 年 2 月まで、課長職 478 件、一般社員 381 名の回答です。 

 それによると、課長・一般社員ともコミュニケーションは取れていると感じているのが、課長

の約 8 割、一般社員の約 7 割です。 

  次に、課長と一般社員の間で認識のギャップが生じているのは、 

 ①課長の約 7 割が「情報が共有されている」と感じているが、一般社員の約半数は「共有され

ていない」と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

②課長の約 9 割が「部下を理解できる」が、一般社員の約 4 割は「上司は私を理解していな

い」と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ③課長の約 9 割が「部下の話を聴いている」が、一般社員の約 3 割は「上司は話をあまり聴か

ない」と感じています。 

 

 

 

 

 

課長と一般社員のコミュニケーション 

認識にギャップ 
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 ④課長の約 9 割が「部下を褒めている」が、一般社員の約半数が「上司は褒めない」と感じて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  このように、課長・一般社員ともコミュニケーションがとれていると感じている一方、両者で

認識のギャップが生じているのは、「聴く」ことに関する認識とスキル（能力）の不足が原因と

して考えられますし、課長自身は褒めているつもりでも部下側には伝わっていない、ということ

が分かります。 

 

 

＊いきいきした会社づくりをお手伝いします＊ 

羽渕貴久子社会保険労務士事務所 
社会保険労務士 羽渕貴久子 

〒663-8234 西宮市津門住江町 8-16-815 

TEL 0798-23-1553 / FAX 0798-23-1554 

E-MAIL habuchi@sky.memail.jp 

URL http://ikiiki30.com/ 


